
36.守山市金ヶ森西遺跡、出土

の有孔円板について

本巡跡1;1:、守山iIiの筒、1;i.i市市との境界j!I<、金ヶ

採集均年の酒-1j¥'に所在し、合成時代から・余良時代にか

けてのよ長務跡として周知されている.そして、近年、

水問中よリ蛮に入った小型珠文鋭が出土し、 「祭踊E!j立

跡」としても注目されていた (tt1 )。 ところが、今

聞、中南部流域下水道工事に先立つて、その一部を球

術調査したところ、合式土鮒告主に伴って、大JJ、4ぷの

滑石製有ヲL円板が出土し、改めて本逃跡の111裂性が般

lU'.された.

4点の宥干し円板!;t、 i総笠E区のほぼ中央トST-2Cト

レンチで検出した来簡に流れる?桝先遣榊の府口で、多

数の古式土自IP~怒と浪花 した状態で出土したものであリ、

鴻下層には砂層が厚〈堆積し、 |日河道と考えられる。

次に、その慨聖書を記すことにする。

(1) 有孔円板① 径3.25cm 厚さ0.35cmをはかり、

ほぽ中央に後O.35cmの問孔を発つ.やや大型の.!j!干し円

板である.望号袋およびfr目前Iを数方向より初f勝し、円孔

{立、 1)1-)Hr，jより努たれている.

(2) 有孔円板② 後 2.OC問、 j事さ0.19c;mをはかリ、ほ
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l 出土状況

~.f中央に後o. 150mの円孔を穿つ小型のJjl_孔円縦である。

3分の lが欠失しており、初fH警は、はぽ一定方向から

なされている.

(3) 有孔同級③径1.8c問、厚さO.21cmをはかり、

中央よりやや外によせて径.0.22cmの問孔を穿つ小型め

単孔問桜である.部分的に欠失しているがほぼ充形で、

OJfJ.lきもほぼ一定方向からなされている.

(4) 有孔円板④ 径 1.5cm 厚さ0.38cmをはかり、

中央よりやや外によせて後o.12cmの問干しを穿つ小型の

単孔円以である。やや厚手で3分の l弱が欠失してい
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る. I'l}j ，r" から紙幣されl、円礼IJ.~わめて小さ弘、.

(51 小型丸底重量 n 綾部IJ.ゆるやかに内潤して上方

にのび、外商事はやや球彩で九底をjえする.1 J径 9.加 B

2:;r.r，13.9c聞をはかリ、内耐に術押え伎が伐る.表Eえの

制{事/)'激し〈綱椛li不明‘ IJ*<<内外は、ナデか j炎褐

色.

(6) 禽1不 係書事口敏Iij((線(1'-11::外1正し、 tf、俊郎はや

やi勾i勾rる 制}ちがm:し〈、調悠不明.IJ筏16.7佃を

はかリ、みt渇色を益する 胸I，~欠火.

2 
以 . 1:、金ヶーな(~1ftH旧jÐIjUよリ :U :l: した~(JL円桜お

よび古式;I:cn:w. ~l'O!!怒を 11'111 しないこと、者 ・ 商

品事ともにi'!i{i7AにiW1iなものであるふとから 01:2 )、

およそ，!，!j'tl時代1抑制後半の所バ!と:JjえらJLる.そして、

その/JI1: ~R I)tよリ、 Mらかのす;'fjpU'ニIJt，されたことは

IlIli怠いあるよい. ー般に、 イf1L川fl止をlよしめ滑石製脱

jadbとさIlるものl阜、前1111後半'-'I'ITIの8tJtゃ祭舵i盆

37.守山市繕磨回東遺跡の

玉作工房社とその遺物

lI{州J52$J'10Hから波年，111 'j，で.守11Jrli教fr委員会

が綱食しに婚~Ill*遺跡では、体~l~時代中JIIH量半から

i1i J.A時代'1' ，lØlにかけての駿穴式{~J';;'，u拘e検:1Iさ札、

そのt11:1:i.物の-$については4=シリーズ罰百 7号で報

公した.ょょでは、古現時代'1'制の:Et¥i.l:bJt止とその

iI物壱 ~~i介たい

〈主治と経過と侵略〉

iI~' : ft‘nlJlI;中州地の'1'炎、野洲1111日分泌の一つ江

凶III/J:m微向I也に立地する 間Itlil~"聞の宅地造成に
光，1.つむので、検出された唱を穴Aftl，.;itlli円形 ・n形

. 1止)j形弘.，V 多叫にわたリ、総日 1・494以に j主し、他に~

\L ~，Ltß物 5 1点、端、 t:Jll:などが検111された.

〈出土遺物〉

Htイ i製品のやHrtri 勾;1;. ・ 1'ì';I~ .側バ'1悦j1i'¥.'1 • 11孔円

縦 ・ 内 :l~があリ、他に~~I]~製の'rf: l~ ・ 1臥 {iがみられる。

なお.前打'ニU.本製品がかなりんとめられる.

勝よリ多lt:ll:l:するむのであり(il: 3 )、 本at併の絡

会L、さきに;党見をみた小司控除文S売の/t¥:1'.地点が、今

回出セした l水路の.1:流tニ匂たるななどからして、ニの

水路(1日河辺)をめぐってなされた「まつリ Jの-形

態である l可能代は大与いと与える.そして、 イf孔flJ械

が伐を検したと唱るiWJItによ るなら、それはまさに、

水と銭をめぐる然艇と曾えるであろう.

( tt: 1) 111崎努二『守山，1i1ft，存分布悶:従事組作，....(r;j= 

11nli文化財問先報告』第2冊、守山市fi"m長

l司会、 1977) 

(tl: 2 大侃JJI¥A地調量出土資斜に .1:11I!、上ノ Jt-予i倉

除JI.i-i・F1H111ニヒ例にni，rI.がatめらild. <'/j; 

i主Jrf:て ・ *. ドiE史「成鳥t也~11I : 1:の i1i式:凶副

総J(r行，'，'''{:徽誌、J60-2、1974)) 

(tl: 3 )小.'11';色村ir終紀J(r U本の Jj'，11"1:... V .山根t
II!Ht、ド.1956)はか

(大俗u弥)

有孔円緩 (~放 118、完形 l似、断t'，・ 7. "主喫品7) 有孔円緩(S t<U: 2.5<:町、免I径 1.9ca.1ft.き4閥、中

ここ nai'rるのは、形nJ:の特徴より矧刻化できる 央線に，i ん:，)のtl~ があリ、外刈 11不鰹形である.

もので均ゐ. l1L 
有孔同級①民(f2.9cm.普¥1i!2.4clI、 I手さ 7園、形 有孔円板:@ lHIt 2.，1冊、総径1.鈴鹿、 I吹き 3.511..

~Iよ問Ul lb状で. 1i孔111似のX.Hlの内で紋Lflf.子 中 不燃f1Jlf主である.銭形の段階の烈りI偏があリ、その際

火の‘~q!J ltu11併の・・方li.，の %、で、外側はそltぞれの のlおさの}il/'Jが多〈残る. 1 ~L. 

凶ilあわせて鳴き万I白lがかわる. 1孔. 有孔円緩@ iut 1.5<:m、J'1さ 3.公園、 111.1'11)形に盤

有孔門綴② 包i妄2.4師、!亨さ 3.5園、1.11.1'円形に近 形している 中央3内包ilulニli二万1/'1の鳩与がみられ、

い 中央子l!UIlil1l.1'一方向のP!H で、外闘には、や 外局に :i銭形の際の府きが~められる. ft'!:#;にていね

:1')形態をととのえる際の府与の痕跡がのこる. 2孔. いに仕上げる. 21L. 
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有孔円板⑥ ft1.恥m.l'f.さ 3個、不銭形である.康 管玉@全長 2.5c問、後 4.5嗣て¥紋uの悦丘て・ある.

きI!'J!れlaJQで 2"Jj向がみとめら札、外局には君主形時の 剣翌複造品 総数18)

あらい島市、が鋭吸でbる. 1孔. 全て滑石でtt'られた")，¥'H浜法品{主、ー応、1i干しのも

有孔内線① fHモ3.6c問、短筏 3.2cm、最b大壊で形 のを軍基品、そうでないむのを~桜品と与えた.

のととの 4 た形怨である.P1.さ1.1中央$で5回.'H-問 剣型機遺品@剣型の形態と特徴を示し.刃備と犯商事

怒で 2圃をはかる.'1'央郎I!三万の鳴き、外却で，.!笈 をわけている.また、刃~Iニ怖をつ〈リ断(t'を Æ形

形時の帝王に合わせてIft~の方，:"がかわる. Iニ箆形している.表喪服似した研府である.金[<4.1 

勾玉 (総数12 屯形10 米~OII， 2 ) crn 

勾1'1ニl.t滑行・馬場の三織がみられた.鳴f!1.ti，ぷ澄 剣型綾遺品@ 三角形状につ<1). y:平である.光掲

色で獄事Eのみ織作していた.t骨行はここに示すとおリ、 がわずか欠倒してねリ. )\・ ifûはていt~~'I:m さ、片面

形態の特徴から li~l\Hじも餓〈、大小の途いで分けら はやや組い.令i是3cm. 

れる. 剣型機遺品⑮ ぷ悦，Rsて・形sはほぼで主あがっている

勾玉@渇河到》 公民 2cmlr.H表、 17み8-9師、中製の が、研臨Hl!fしがまだである.一都わずかに際いてい

椅円形である.nH l.tてい t~ ~、で、}j向は不明瞭であ るが、組〈、外刈も燃かれていない.令l正4.7cm.

るが‘わ Fかに銭形段階の械がt~ る. 剣型機遺品⑫剣叩で紋入。枇もJf-3がととの勺ている.

勾玉③やや絢l身でu、‘・ 会長 5.4cmをilTJリ.怜をつくりだし、他飢合側くし、

勾玉⑪ 全iぇ3師、 17み1.1師、勾:Ii，tf1最大である. 刃商事も先織をとがらせている 断uoli .角形状である.

断尚もややJL<、銭形時の熔きがわずかに観照される 研!i'iはていねいで伶の両側で')il:，)をかえる

はか、ていねいに新附している. <出土状況〉

勾玉⑪ ~L< 1.2cm、1'7み 5師、紋小の勾Eで、術開 叫1E範開の収錨i![くで、附械の怪穴式!l:/，r;の切。J合

である iJIl舗が人さ〈、応部が創〈なるタイプて¥わ

ずかiニ銭形時の後が伐るほか、冷体tこていねいな研磨

がみられる.

勾玉⑭ 勾;五t五iの4米4恥~.腿/l.肘'A品1
る 将形且時予のa鏑a書節z調E桜主のaあ』とがみらtれL、a網司つたR而Eや、
わ「すf申に研n感喜しyたニsあhとがuめらt札Lる.

管玉 (総~17、:芯形10、世帯JH 、 :米製品 3 ) 

管 τでli~ fi.と滑行がみら 1Lf.ニ.ただし、将五喫管

玉も風化して白灰色じなっており、もろい 滑石拠品

も本製品がtv#.、断1'，・が数点あるが、?炎緑灰}守色て./)

る.

管玉@ゆ⑬l.t全民 2.3cm 径 7師、⑪Iま全n:2.6cm、

径 8..で管liの米製品と.Jj・えられる惨状滑石で、外商

はわずかに角枇の決勝を残しておリ.後を統策するこ

とができる.川端とら斜めに傾いているが、自民断か賂

さのためかは不I~J艇をである.

管五00⑮ 会長 l.4cm、後5闘の管;liで. I~j~躍が傾

いて作られているものである.ていt~ ~、な研郎である。

管.3i'⑮ :全民 2.2cm. 径 6 酬のfì'.:[~て\泌総を jl!i l紅に

カ y トしている.

11'玉3iT 金援 2clIII.l"f5闘の¥'fニliで、沼郡の一方を斜

めにカ'/トしている.

いがみられ、その'1'て¥ニ&-Uにt庁 、倒九万形のi玄
1，Jiの液製のi!L< 1':'チ'/プとl瓜行が集中して必リ、 -，fJ!S

1;1最も新しい{f.lg(耳1)闘 :1:2:~1l\ ;1:) の '1' にも減it込ん

でいた.このチ ''1プの草t.)のIJlで符.li:.f之製品⑮ ・⑮が

出土L，有孔円以b歓.11:' EI五米製品・欠J札口，が多数

:Jj:i:した.この限穴式住肘内lニ:J.t事l'j.なピマト ・土鉱

li無いが、他の附九万形{l;I，i~ と 11異なって六本牲の栴

訟であった.ょの{主I;}訟の切リ込み耐と，，'j)じ層で、当

時の地是正磁にItt{t:しているようむ.u.~予.勾:li. ・ ヰHl.

同紙 ・臼玉 .n岐ぬが.'11 :1:した.ζ111主将~I)>:':慰リ込

みの中というわけでなく、 {!;I;';・からl!cm~1lた劫J~庁と

いう以外々えられない地点であった.この地点で合J
数百にものはる滑{i~，r.，がtll :l : し た. /11 1:状況は欣~f

した状態で、い.'Ilもレベル linなリ、 tc~'唱と最低位

でl()cmtJs.もかがあって、ぷ倒的に;波いたらのではな

いとみ-えられた.このような.Ik態と 1;t})IJ に I~砥石と考

えられるもの 点を含むほれが多<111:1:している.

'1>:例1;1以下で札ーの滑イj:ti.(1Ii1t揮で、以内で多〈出

土している滑石製品との関係や、この辺地.1・の立民主な
ど、今後、追究すべき点も!t-いが摘を改めたい.

{山崎禿ニ ・大崎勝;ぷ ..t~時茂・

'1' r，臥秀人・ IIJUl滋吾)
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